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【研究のポイント】 

⚫ PARC Study は、自身のポリジェニックスコア（Polygenic Score: PGS）iに基づく

疾患発症リスクiiを知ることが健康行動や心理に与える影響を調べることを目的と

して、2023 年に始まりました。 

⚫ 岩手県の一般成人 2,088 名が調査に参加しました。そのうち半数の方を介入群と

して、PGS に基づく脳梗塞リスク報告書を 2024 年に回付iiiし、2030 年まで追跡

調査を行う予定です。 

⚫ 参加者から提供いただいた血液・尿検体、健診結果、調査票データは、東北メデ

ィカル・メガバンク計画（TMM）統合バイオバンクに登録・保管されます。これ

らは適切に整備したうえで、将来公開を予定しています。 

⚫ この研究で得られる知見は、予防医療における遺伝情報のより安全かつ効果的な

活用を通じた個別化予防ivの推進に貢献します。 

 

【背 景】 

疾患の発症に遺伝要因と環境要因が複雑に関わり合う多因子疾患を対象に、複数の

遺伝子の組み合わせから疾患の発症リスクを点数化する「ポリジェニックスコア



（PGS）」の研究が進んでいます。いわて東北メディカル・メガバンク機構（IMM）

では早くから脳梗塞に着目し、PGS によるリスク予測法を開発してきました。 

現在、PGS は予防医療の分野で活用が期待されています。しかし、PGS は新しい技

術であるため、「リスク」というもの自体が持つ不確実性や予測の限界をどのように

伝えるか、また、遺伝に関わる情報を知ることが心理にどのような影響を与えるかと

いう、リスクコミュニケーションの側面を慎重に検証することが課題となっていま

す。 

そこで IMM では、自身のポリジェニックスコア（Polygenic Score: PGS）に基づく

疾患発症リスクを知ることが、健康行動や心理に与える影響を調べるため、Iwate 

PGS Assessment and Risk Communication (PARC) Study を開始しました。 

 

【研究の概要】 

＜目的＞ 

PARC Study は、次のふたつを目的としています。 

1. PGS に関するリスクコミュニケーション調査 

研究参加者に、PGS に基づく多因子疾患の発症リスクを回付し、その後の健康状

態や⽣活習慣の変化、心理的な影響などを継続的に調査します。まず最初に、脳

梗塞を対象に調査を開始しました。 

2. バイオバンク事業 

参加者から提供いただいた血液・尿検体、健診結果、調査票データを、東北メデ

ィカル・メガバンク計画（TMM 計画）のバイオバンクに登録し、厳格な管理体

制のもとで保存します。これらは、将来的に国内外の医学研究に役立てられま

す。 

 

＜1. PGS に関するリスクコミュニケーション調査＞ 

2023 年 4 月 6日から 11月 13日に、岩手県内の５事業所の健診会場にてリクルート

を行いました。3,599 名に研究参加を呼びかけ、そのうち 2,088 名の方がこの研究に参

加しました（同意率 58.０％）。主な年齢層は、40 歳代以下の比較的若い世代で構成

されています（図 1）。 



  

図 1 研究参加の呼びかけを行った場所（左）、参加者の性別・年齢構成（右） 

 

参加者の血液検体から DNA を調整し、ジャポニカアレイ（Axiom Japonica Array 

NEO）を用いてジェノタイピングvを行いました。このデータをもとに、参加者一人ひ

とりの脳梗塞の PGS を計算しました文献 1,2。 

参加者はランダムに２つのグループに分けられ、一方のグループには PGS に基づく

「脳梗塞の遺伝的リスクに関する報告書」を 2024 年に郵送にて回付しました。報告

書では、脳梗塞の発症リスクの他、脳梗塞の症状と予後、疾患の遺伝要因と環境要因

の関わり、発症リスクに応じた予防の考え方について説明しており、脳梗塞のリスク

について多面的な理解をサポートする内容になっています。 

今後は、事業所健診の結果や、年に 1 回の調査票による調査を通じて、参加者の健

康状態や⽣活習慣の変化、心理的影響を 2026 年まで追跡します。さらに将来は、脳

梗塞以外の病気についてもリスク回付を行い、2030 年まで追跡調査を予定しています

（図 2）。 



 

図２ 調査スケジュール 

 

＜2. バイオバンク事業＞ 

TMM 計画のバイオバンク事業の一環として、参加者から提供いただいた血液・尿

検体と、健診結果、自記式調査票の回答データを、厳格な安全管理のもと、東北大学

東北メディカル・メガバンク機構（ToMMo）に移送し、TMM 統合バイオバンクに登

録、保管しています。今後の追跡調査で得られた各種のデータについても、適時バイ

オバンクに移送し、登録、保管していきます。これらの検体やデータは適切に整備さ

れたうえで、将来、国内外の研究者が利用できるようにし、幅広い医学研究の発展に

役立てられる予定です。 

 

【まとめ】 

PARC Study は、PGS に基づく遺伝的発症リスクのリスクコミュニケーションに関す

る日本で初めての大規模な研究です。特に、脳梗塞を対象にして、PGS リスクが人々

の健康行動や心理にどのような影響を与えるかを継続的に調べています。 

この研究から得られる知見は、⽣活習慣や遺伝が関わる多因子疾患の予防において、

遺伝情報をより安全かつ効果的に活用するための土台となり、PGS が個別化予防に役

立つことが期待されます。 



 

 

用語解説 

i 「ポリジェニックスコア（Polygenic Score: PGS）」 

特定の疾患などに関して、その発症に関わる複数の遺伝要因の影響を合計し、発症

のしやすさを数値化した指数。発症要因を、遺伝要因（遺伝子によって規定される

い要因）と環境要因（⽣活習慣や⽣活環境などの要因）に分けて考える概念です。 

ii 「疾患発症リスク」 

将来、病気を発症する可能性の大きさ。必ず起こるわけではないが、起こるかもし

れないという不確実性を本質的に含む情報。可能性の大きさと不確実性を理解し、

自身の価値観に照らし合わせて判断することが求められます。 

iii 「回付」 

提供いただいた検体（血液、尿）や調査票の回答に基づく結果を、本人にお伝えす

ること。 

iv 「個別化予防」 

一人ひとりの体質や⽣活習慣に合わせて、病気を防ぐこと。遺伝情報は人それぞれ

異なり、その人の体質や病気のなりやすさに影響しているため、遺伝情報に基づい

た予防法が個別化予防につながります。 

v 「ジェノタイピング」 

DNA 配列の中で、あらかじめ個人ごとに違いがあることが知られている箇所を複

数箇所（一般的には数十万箇所以上）調べること。PGS は、こうした個人間で違う

箇所の DNA 情報を用いて計算されます。 
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